
（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

不法投棄監視員による年間パトロール回数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 029700 重点施策 該当なし

事務事業名 不法投棄対策事業 所属名 環境下水道部　生活環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 02 快適でゆとりある生活環境づくり 廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

施策 4204 環境保全活動の推進

事業分類区分 その他

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

不法投棄監視員による全市域の不法投棄監視体制

意図
（どのような状態
にするために）

年々増加する不法投棄への対策を講じ、不法投棄を未然に防止する

手段
（どうするのか）

多発する地帯に防止看板及び監視カメラを設置し、啓発を行う。 
未然防止を目途に、全市域の不法投棄監視員によるパトロール等の監視体制の強化を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 不法投棄監視費 予算事業コード 01-04-02-02-06-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5.5ｍｇ 5.5ｍｇ

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①全市域（６１地区） 
に監視員を設置 
②不法投棄監視員の配 
置

①全市域（６１地区） 
に監視員を設置 
②不法投棄監視員の配 
置

①全市域（６１地区） 
に監視員を設置 
②不法投棄監視員の配 
置

①全市域（６１地区） 
に監視員を設置 
②不法投棄監視員の配 
置

①全市域（６１地区） 
に監視員を設置 
②不法投棄監視員の配 
置

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①全市域　 
　６１地区に設置 
②不法投棄監視員体制 
　３５６名

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 1,792 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,792 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 37 0 0 0

その他 1,754 0 0 0 0

一般財源 1 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

不法投棄監視員によるパトロール回数

回数
目標 2300 2300 2300

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

2300 2300

実績 2335 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】廃棄物対策係 0857-20-3217 
 
【１０次総の施策体系】4204 
 
【予算上の経過】 
　なし 
 
【事業の概要】 
　不法投棄を未然に防止するため、平成１７年１０月から不法投棄監視員を設置し、監視 
体制を強化した。 
　また、不法投棄対策として、不法投棄が多発する地帯に防止看板・監視カメラ等を設置 
している。 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　（看板設置数）　（不法投棄監視員）　（監視カメラ設置数） 
　平成２６年度　　　２９枚　　　６１地区　３６５名　　　　１９台 
　平成２７年度　　　４５枚　　　６１地区　３６９名　　　　１７台 
　平成２８年度　　　２３枚　　　６１地区　３５６名　　　　２１台 
 
【今後の課題・方向性】 
　不法投棄をなくすことは、市の大きな課題である。地域を熟知し、不法投棄を監視し通 
報・対応する不法投棄監視員は、不法投棄を減少させるために必要不可欠であり、監視員 
の取組みにより、不法投棄での対応件数は減少している。 
　今後も引き続き本制度を継続し、住民との協働での不法投棄の防止及び迅速な対応に努 
めていく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
不法投棄監視員によるパトロール回数

102%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
計画とおり今年度事業を完了した。

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
年度目標の範囲内での事業実施となった。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

今後とも引き続き本制度を継続し、住民との協働で不法投棄の防止及び迅速な対応に努めていく。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

ポイ捨て等防止啓発ポスターの市民等への配布数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 029800 重点施策 該当なし

事務事業名 ポイ捨て・歩行喫煙防止事業 所属名 環境下水道部　生活環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 平成20年度　～　全期

政策 02 快適でゆとりある生活環境づくり 鳥取市快適な生活環境の確保
に関する条例

施策 4204 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

何人も

意図
（どのような状態
にするために）

公共の場所においてポイ捨てをしない

手段
（どうするのか）

モラルの向上対策を行う。

会計区分 　

予算 予算事業名 　 予算事業コード                  

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5.5ｍｇ 5.5ｍｇ

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①啓発ポスターの配布 
②路上マークの設置

①啓発ポスターの配布 ①啓発ポスターの配布 ①啓発ポスターの配布 ①啓発ポスターの配布

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①啓発ポスターの配布 
　　５０件 
②路上マークの設置 
　　　０件 
（交換対象の物件が発 
生しなかった）

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

啓発ポスターの配布件数

枚
目標 100 100 100

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

100 100

実績 50 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216 
 
【１０次総の施策体系】4204 
 
【予算上の経過】 
　なし 
 
【事業の概要】 
　「鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」に基づき、公共の場所においるポイ捨て 
を防止するため、モラル向上対策を行う。 
 
【事業の成果】 
　① モラル向上の対策として、希望者に啓発ポスターを配布。 
　② 既存の路上マークの張り替え。 
 
【今後の課題・方向性】 
　モラル向上対策として、事業を継続実施する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
啓発ポスターの配布件数

50%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
計画とおり今年度事業を完了した。

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
事業に対する市民啓発不足が懸念される。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

今後ともモラル向上対策として、事業を継続し、更なる市民啓発を行う。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

各種減肥料の取り組みを実施した水田面積

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

80 80

実績 80 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

減肥料栽培米面積

ｈａ
目標 80 80 80

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 442 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 442 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 442 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①元肥一発施用肥料購 
入支援 
②啓発パンフ作成 
③土壌診断助成

①元肥一発施用肥料購 
入支援 
②啓発パンフ作成 
③土壌診断助成

①元肥一発施用肥料購 
入支援 
②啓発パンフ作成 
③土壌診断助成

①元肥一発施用肥料購 
入支援 
②啓発パンフ作成 
③土壌診断助成

①元肥一発施用肥料購 
入支援 
②啓発パンフ作成 
③土壌診断助成

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①購入支援　1,358袋 
②パンフ作成 3件 
③土壌診断助成　80回

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

湖山池周辺農業者

意図
（どのような状態
にするために）

湖山池将来ビジョン推進計画（第３期湖山池水質管理計画・平成24～33年度）に位置付けられた農業活動からの 
負荷低減対策の一環として湖山池周辺の水田から流入する有機質肥料等を削減する環境に優しい農業を推進する 
ことにより、湖山池の富栄養化を抑える。

手段
（どうするのか）

湖山池に流入する有機質肥料の低減につながる、元肥一発施用等の取り組みに対し支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 湖山池流入有機質肥料等削減事業費 予算事業コード 01-05-01-03-31-39

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5.5ｍｇ 5.5ｍｇ

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 4204 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 029900 重点施策 該当なし

事務事業名 湖山池流入有機質肥料等削減事業 所属名 農林水産部　農村整備課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 平成24年度　～　平成32年度

政策 02 快適でゆとりある生活環境づくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

湖山池将来ビジョン推進計画に定められた、農業生産活動に伴う環境負荷低減を図る取り組みの一つとして、取組面積の増加等に繋がるよ
う本取り組みを推進していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】総務経営係　0857-20-3241  
 
【１０次総の施策体系】4204
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：なし 
 
【事業の概要】 
　１　元肥一発施用肥料購入支援事業 
　２　土壌診断活用促進助成事業 
　３　環境に優しい農業啓発パンフレット（チラシ）の作成 
 
【事業の成果】 
　平成２６年度　事業費　４１６千円 
　　元肥一発施用肥料１，１２１袋、ほ場の土壌診断に係る経費支援　８０件 
　　啓発パンフレット配布 
　平成２７年度　事業費　４４８千円 
　　元肥一発施用肥料１，２８８袋、ほ場の土壌診断に係る経費支援　８０件 
　　啓発パンフレット配布 
　平成２８年度　事業費　４４３千円 
　　元肥一発施用肥料１，３５８袋、ほ場の土壌診断に係る経費支援　８０件 
　　啓発パンフレット配布 
 
【今後の課題・方向性】 
　湖山池周辺の農業者により事業の目的が理解されつつある状況であり、今後さらなる啓 
発、取り組み支援等を行い、湖山池の富栄養化抑制等、環境に優しい農業を推進していく 
必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
減肥料栽培米面積

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

湖山池周辺の下水道未普及地域への台所用ろ過袋購入助成の数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 030000 重点施策 該当なし

事務事業名 湖山池浄化対策事業 所属名 環境下水道部　生活環境課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 40 安全・安心なまち 事業期間 全期

政策 02 快適でゆとりある生活環境づくり なし

施策 4204 環境保全活動の推進

事業分類区分 ソフト(任意)

　 0 0 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

湖山池

意図
（どのような状態
にするために）

市民が健康で快適な生活を営めるようにするため、市民・事業所・行政が一体となって湖山池の浄化を進め、生 
活環境の保全に努める。

手段
（どうするのか）

鳥取県と共同で湖山池の水環境の創造に向けて、｢湖山池会議」を設置し、望ましい姿である「湖山池将来ビジ 
ョン」を策定するとともに、「第Ⅲ期水質管理計画」を策定し、管理計画に基づいて水質浄化事業を進めていく 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 湖山池浄化対策費 予算事業コード 01-04-01-06-03-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

湖山池中央部のＣＯＤ 5.5ｍｇ 5.5ｍｇ

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①湖山池の巡視 
②アダプトの実施 
③推進委員会の開催 
④台所用ろ過袋購入助 
成

①湖山池の巡視 
②アダプトの実施 
③推進委員会の開催 
④台所用ろ過袋購入助 
成

①湖山池の巡視 
②アダプトの実施 
③推進委員会の開催

①湖山池の巡視 
②アダプトの実施 
③推進委員会の開催

①湖山池の巡視 
②アダプトの実施 
③推進委員会の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①湖山池の巡視 
　　　３０回 
②アダプトの実施 
　　　２３回 
③推進委員会の開催 
　　　　１回 
④台所用ろ過袋購入助 
成　１０５件

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,018 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,018 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 152 0 0 0

その他 98 0 0 0 0

一般財源 2,768 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

湖山池水質浄化のためのろ過袋購入助成の数

袋
目標 120 70 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

実績 105 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216 
 
【１０次総の施策体系】4204 
 
【予算上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２０９（環００６） 
 
【事業の概要】 
　１ 湖山池に巡視員を設置し、水質の監視を行う。 
　２ 台所用ろ過袋の購入助成を行い、市民と一体となって生活排水対策を推進する。 
　３ 湖山池の塩分濃度変化に伴ってのモニタリングを行い、対策・効果を評価する際の 
　　基礎資料とする。 
　４ 湖山池プレミアムサロンを開催し、市民と情報共有を図る。 
　５ 湖山池の状況（水質、環境、事業等）を市民へ情報提供する。 
　６ 湖山池アダプトプログラムによる清掃活動実施、市民と湖山池の環境保全を図る。 
 
【事業の成果】 
　①巡視員によるパトロール 
　②湖山池周辺地域町内会台所用ろ過袋斡旋 
　③湖山池の取組みを市民と情報の共有及び意見を参考にするプレミアムサロンを開催 
　④高塩分化に伴う各種環境モニタリングの実施 
　⑤モニタリング結果の意見、助言をいただくモニタリング委員会の開催 
　⑥アダプトプログラム制度導入による湖山池の環境保全の推進 
 
【今後の課題・方向性】 
　湖山池浄化の取組みは重要施策であり、今後とも市民との協働により事業を実施する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
湖山池水質浄化のためのろ過袋購入助成の数

88%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
計画とおり今年度事業を完了した。

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
ろ過袋購入助成は希望者に対し行うものであり、実績の数値は目標を下
回っているが、希望者には全て対応できているため。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

湖山池浄化の取組みは重要施策であり、今後とも市民との協働により事業を実施していく。


